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①  研修日程 

９ 月 1 8 日 （ 日 ）   イ ベ ン ト 「 月 見 の 宴 」 運 営 補 助  

   1 0 月 1 5 日 （ 土 ）   定 例 講 演 会 「 漢 代 画 像 石 の 話 」 運 営 補 助  

   1 0 月 1 6 日 （ 日 ）   定 期 講 座 「 風 土 記 談 義 」 運 営 補 助  

1 0 月 2 3 日 （ 日 ）   イ ベ ン ト 「 古 代 米 稲 刈 り 」 運 営 補 助  

   1 2 月  ４ 日 （ 日 ）   「 出 雲 学 フ ォ ー ラ ム 」 運 営 補 助  

 

②  研修の内容  

出 雲 学 研 究 所 は、荒 神 谷 博 物 館 の運 営 、出 雲 学 フォーラムの開 催 、定 期 講 座 出 雲 学 談 義 の開 催 等 を

中 心 に、出 雲 地 域 の歴 史 文 化 の発 信 を目 的 とする活 動 を行 っているNPO法 人 。今 回 の研 修 ではイベントを

中 心 に活 動 に参 加 させていただいた。 

 

■ 9 月 1 8 日 ( 日 )   イ ベ ン ト 「 月 見 の 宴 」  

場 所  荒 神 谷 博 物 館  交 流 学 習 室 （ テ ラ ス ）  

内 容   大 正 琴 な ど の 演 奏 と 共 に 月 見 を 楽 し む イ ベ ン ト 。 今 回 が 初 開 催 で 、 主 演 者 は 地 元 の

サ ー ク ル を 中 心 に 、 日 本 舞 踊 教 室 生 徒 さ ん に よ る 日 舞 、 高 校 生 に よ る ア コ ー ス テ ィ ッ ク ラ

イ ブ 、 相 撲 甚 句 、 大 正 琴 の 演 奏 が 披 露 さ れ 、 小 学 生 から 6 0 代 以 上 の 方 ま で 幅 広 い 年

代 の 方 が 日 頃 の 成 果 を 披 露 し た 。  

あ い に く の 雨 模 様 で 残 念 な が ら 月 を 愛 で る こ と は で き な かっ た が 、 そ れ で も 多 く の 来 場

者 が 訪 れ 、 秋 の 夜 風 を 感 じ な が ら 演 目 を 楽 し ん で い た 。  

当 日 は 、 会 場 設 営 や 案 内 な ど を さ せ て い た だ い た が 、 雨 の 中 、 出 雲 市 内 だ け で な く 松

江 市 から も 多 くの 方 が 訪 れ 、 予 想 以 上 の 賑 わ い で あ っ た 。 一 番 初 め の 研 修 が 初 開 催 の

イ ベ ン ト と い う こ と で 、 ど の よ う な 様 子 か 緊 張 し な が ら の 参 加 で あ っ た が 、 ス タ ッ フ の 方 だ け で

な く 地 元 の 方 た ち が 一 体 とな っ て 盛 り 上 げ る ア ッ ト ホ ー ム な イ ベ ン ト で あ っ た 。  

 

 ■ 1 0 月 1 5 日 （ 土 ）  平 成 2 8 年 度 定 例 講 演 会 第 7 回 「 漢 代 画 像 石 の 話 」  

場 所  荒 神 谷 博 物 館  交 流 学 習 室  

内 容   年 間 を 通 し て 定 期 的 に 開 催 さ れ る 講 演 会 の 第 7 回 目 。 今 回 は 岡 山 大 学 埋 蔵 文 化 財

調 査 研 究 セ ン タ ー の 岩 崎 氏 に よ る 中 国 漢 時 代 の 墓 石 に 施 さ れ る 画 像 彫 刻 に 関 す る 講

演 が 行 わ れ た 。  

  あ ま り な じ み の な い テ ー マ だ が 、 古 代 中 国 の 死 後 世 界 観 に つ い て 分 か り や す く 知 る こ と

が で き る 講 演 で あ っ た 。 荒 神 谷 博 物 館 の 講 演 会 の テ ー マ が な ぜ 漢 代 の 話 題 な の か 伺 っ

た とこ ろ 、 漢 代 は 日 本 で は 弥 生 時 代 に あ た る た め 、 出 雲 の 古 代 史 に も 思 想 的 ・ 文 化 的 に

影 響 が 大 き か っ た とさ れ る そ う だ 。 出 雲 の 古 代 史 を 学 ぶ 上 で 世 界 との 関 連 を 考 え る こ と は

非 常 に 重 要 で あ る た め 、 定 例 講 演 会 の 題 材 と し て 選 ば れ た と い う こ と だ っ た 。  



 

 

当 日 は 、 受 付 な ど の 運 営 補 助 を さ せ て い た だ い た 。 参 加 者 は 常 連 の 地 域 住 民 の 方

が 中 心 で あ っ た が 、 皆 さ ん 大 変 熱 心 に 聴 講 し て お り 、 日 本 の 古 墳 壁 画 に 関 連 し た 質 問

が 出 る な ど レ ベ ル が 高 く 、 驚 い た 。  

 

 

 ■ 1 0 月 1 6 日 ( 日 )  定 期 講 座 「 風 土 記 談 義 」  

場 所  荒 神 谷 博 物 館  交 流 学 習 室  

内 容   月 1 回 、 出 雲 国 風 土 記 ・ 常 陸 国 ・ 播 磨 国 ・ 肥 前 国 ・ 豊 後 国 の 五 風 土 記 を 分 か り 易 く

読 み 進 め て い く 講 座 。 平 成 ２ ４ 年 ４ 月 に 開 始 し 、 現 在 は 豊 後 国 風 土 記 の 講 義 中 。  

当 日 は 、 受 付 な ど の 運 営 補 助 を さ せ て い た だ い た 。 日 曜 日 の 午 前 中 に も か か わ ら ず 、

8 0 人 ほ ど の 会 場 が ほ ぼ 満 員 に な る ほ ど た くさ ん の 方 が 受 講 さ れ て お り 、 半 数 以 上 が 今 年

度 皆 勤 賞 の 常 連 で あ っ た 。 中 に は 平 成 2 4 年 の 初 回 から ほ ぼ 毎 月 欠 か さ ず 参 加 し て い る

と い う 方 も お り 、 4 年 分 の 資 料 に は び っ し り 書 き 込 み が さ れ て い た 。 定 例 講 演 会 の 際 も 感 じ

た が 、 参 加 者 の 学 習 意 欲 が 非 常 に 高 く 驚 い た 。 現 在 は、 豊 後 国 風 土 記 の 講 座 だ が 、

出 雲 国 風 土 記 の 講 座 はさ ら に 参 加 者 が 増 え る と こ と だ っ た 。  

個 人 的 に は 学 生 時 代 少 し 勉 強 し た に も か か わ ら ず 風 土 記 に 対 し て と っ つ き に く い イ メ

ー ジ が あ っ た が 、 新 聞 記 事 等 の 最 近 の 話 題 も 交 え て 解 説 し て も ら う こ と で 、 古 代 世 界 を

身 近 に 想 像 す る こ とが で き た 。  

 

 ■ 1 0 月 2 3 日 ( 日 )  イ ベ ン ト 「 古 代 米 稲 刈 り 」  

場 所  荒 神 谷 博 物 館  敷 地 内 の 田 ん ぼ 、 交 流 学 習 室  

内 容   毎 年 行 わ れ る 定 例 イ ベ ン ト 。 博 物 館 の 敷 地 内 で 栽 培 さ れ て い る 古 代 米 の 赤 米 の 刈 り

取 り 体 験 の 後 、 地 元 婦 人 会 の ボ ラ ン テ ィア さ ん 等 に よ っ て 用 意 さ れ た 赤 米 ・ 黒 米 と 野 菜

汁 が 振 る 舞 わ れ た 。 こ の イ ベ ン ト は1 年 を 通 し て 、 田 植 え ・ 稲 刈 り ・ 餅 つ き の ３ 種 類 の イ ベ

ン ト が 開 催 さ れ 、 毎 回 参 加 、 毎 年 参 加 の リ ピ ー タ ー も 多 い そ う だ 。  

      当 日 は 、 受 付 や 配 膳 を 手 伝 わ せ て い た だ い た が 、 雨 が 降 り 出 し そ う な 曇 空 の 中 、 親 子

連 れ を 中 心 に 、 出 雲 市 内 だ け で な く 松 江 市 か ら も 多 くの 参 加 が あ っ た 。 刈 り 取 り 体 験 中

に 雨 が 降 り 出 し 、 予 定 を 切 り 上 げ て の 進 行 と な っ た が 、 古 代 米 の 試 食 会 は 、 小 さ な 子 ど

も さ んも お 変 わ り に 来 る ほ ど 大 盛 況 で あ っ た 。  

毎 年 楽 し み に し て い る の で ど う し て も 参 加 し た か っ た と 、 カ ッ パ と 長 靴 持 参 で 参 加 し て

い た 親 子 連 れ の 話 が と て も 印 象 に 残 っ た 。 既 に 地 域 に 定 着 し た イ ベ ン ト で あ る と 感 じ た 。  

                  赤米と黒米 

 

 



 

 

 ■ 1 2 月 ４ 日 ( 日 )  「 出 雲 学 フ ォ ー ラ ム 」  

場 所  島 根 県 民 会 館  

内 容   年 に 1 回 県 外 から 講 師 を 招 聘 し て 行 わ れ る 講 演 会 。 今 年 度 は 、 第 1 回 古 代 歴 史 文 化

し ま ね 賞 を 受 賞 し た 関 和 彦 氏 を 講 師 に 迎 え 、 『 新 た な 出 雲 の 神 「 ア ジ ス キ タ カ ヒ コ の 旅 」 』

と い う 演 題 で 公 演 。 後 半 は 、 関 氏 とN P O 法 人 会 長 で あ る 藤 岡 館 長 と の デ ィ ス カ ッ シ ョ ン も

行 わ れ た 。  

      当 日 は 受 付 ・ 会 場 設 営 等 の 運 営 補 助 を さ せ て い た だ い た が 、 N P O 法 人 の 会 員 以 外

も 多 くの 参 加 が あ り 1 5 0 名 ほ ど が 関 氏 の 講 演 を 熱 心 に 聴 い て い た 。 参 加 者 は 、 松 江 ・ 出

雲 地 区 の 住 民 だ け で な く 、 県 西 部 や 中 に は 広 島 県 から 来 た と い う 方 も お ら れ 、 古 代 出

雲 に 対 す る 世 間 の 関 心 の 高 ま り が う か が え る フ ォ ー ラ ム で あ っ た 。  

①  研 修 の 感 想  

今 回 の研 修 が実 施 された荒 神 谷 博 物 館 は、出 雲 市 斐 川 町 の山 間 にある荒 神 谷 遺 跡 のそばに立 地 して

おり、古 代 蓮 で有 名 な池 を含 む広 大 な敷 地 を有 しています。博 物 館 施 設 は木 造 の暖 かみのある建 物 で、施

設 全 体 がスタッフの方 によって丁 寧 に整 備 されていました。 

今 回 研 修 に 参 加 さ せ て い た だ き 、 地 域 の 方 と 一 体 とな っ て 行 う 活 動 が 、 予 想 以 上 に 多 く 驚 き ま

し た 。 研 修 参 加 前 は、 博 物 館 と は 、 専 門 的 な ス タ ッ フ の 方 が 運 営 す る 、 歴 史 に つ い て 学 ぶ 専 門 機

関 で あ る との 認 識 で し た が 、 実 際 は 荒 神 谷 遺 跡 と は 直 接 関 係 が な い 月 見 や 稲 刈 り と い っ た 親 し み

や す い イ ベ ン ト も 多 く 開 催 さ れ て お り 、 歴 史 も 学 ぶ 前 の 年 代 の 子 ど も さ ん の 参 加 も 多 く あ り まし た 。

博 物 館 の ロ ビ ー で は 、 様 々 な ジ ャン ル の 写 真 や イ ラ ス ト 等 の 作 品 展 も 開 催 さ れ て お り 、 当 初 の 博 物

館 の イ メ ー ジ を 覆 す も の で し た 。  

そ の 一 方 で 、 定 期 講 座 の 常 連 の 方 は 知 識 レ ベ ル が 高 く 、 皆 さ ん 非 常 に 熱 心 で 、 荒 神 谷 遺 跡 に

留 まら ず 、 出 雲 風 土 記 や 出 雲 古 代 史 全 体 へ の 関 心 が 大 変 高 い と 感 じ まし た 。 地 域 の 方 が 率 先 し

て 、 自 分 た ち の 住 む 出 雲 地 域 の 歴 史 文 化 を 学 び 、 受 け 継 い で い こ う と い う 姿 勢 が 浸 透 し て い る と

感 じ まし た 。  

い ず れ も 地 域 の 方 が 活 動 に 積 極 的 に 参 加 し 、 ボ ラ ン テ ィ ア や ス タ ッ フ の 方 が 一 体 と な っ て イ ベ ン ト

を 運 営 し て い く 形 態 が 成 り 立 っ て い る こ と が 印 象 的 で し た 。 荒 神 谷 博 物 館 は 、 荒 神 谷 遺 跡 の 出 土

品 が 常 設 展 示 さ れ て い な い と い う 事 情 を 抱 え て は い ま す が 、 だ から こ そ 、 博 物 館 と い う 専 門 機 関 とし

て の 枠 組 み に とら わ れ な い 様 々 な 活 動 に よ っ て 、 出 雲 古 代 を P R し て い こ う 姿 勢 は 大 変 勉 強 に な り ま

し た 。  

 

② その他特記事項  

   研 修 日 程 が飛 び飛 びになってしまったため、毎 回 雰 囲 気 に慣 れるのに時 間 がかかってしまったことが反 省

点 です。また研 修 期 間 が短 いので、気 になることは時 間 を見 つけて積 極 的 に質 問 すると良 いと思 います。 

最 後 に 、 お 忙 し い 中 研 修 に 受 け 入 れ て くだ さ っ た ス タ ッ フ の 皆 様 に は 大 変 お 世 話 に な り まし た 。

あ り が と う ご ざ い まし た 。  

 


